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員養成を独占してきた師範学校の完全廃止という現 Il.本論 - 1879年師範学校設置法の成立過





て,1879年 1月に議会 (下院)に提出された法案 本節では,1878年 4月 1日に下院においてポー
とその撞案理由をとりあげ,提案理由にみられる基 ル ･ベールが報告した,下院の法案検討委員会の報
本的特徴をあきらかにした｡その結果,ポール ･ベ 告について,その概要を議会議事録にもとづいて 2`'
ール (Bert,P.;1833-1886)によって提出された報 提示するとともに,その基本的な特徴について考察




本稿では,この結果にもとづき, (1)同年 4月 ものである｡ 正式には,｢初等師範学校の設置に関
にふたたびポール ･ベールが報告することとなっ するポール ･ベール氏の法の提案を検討するための
た,下院における法案検討委員会の検討と討議にも 委員会の名においてなされた,代議士ポール ･ベ-
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このあとに原案 (法案)の第 1条および第 2条が































的に定められたのは,大革命期の 1794年 10月30日 


















1831年 1月 1日以前 
7校の男子初等師範学校 
1831年 1月 1日から1834年 1月 1日 
43校の男子初等師範学校 
1834年 1月 1日から1850年 1月 1日 
20校の男子初等師範学校 
1851年 1月 1日から1871年 1月 1日 
9校の男子初等師範学校 
1871年 1月 1日から1878年 1月 1日 
4校の男子初等師範学校 
1834年 1月 1日から1851年 1月 1日 
6校の女子初等師範学校 
1851年 1月 1日から1871年 1月 1日 
2校の女子初等師範学校 














応えたのであり,それゆえ,師範学校は急速に発展 理 ･運営され,うち 36には,国家が奨学生を送っ
することとなったのである｣とコメントしているの ているのである｣と｡
この躍進に停滞をもたらしたのが, 1
年の通称フアルー法 (教育に関する 1 0年 3月 1558
058である｡
89
878この報告によれば, 1 年 4月の時点で,男子の
師範学校 7校,女子の師範学校 1校,計 9校が設






｢単純 で勤勉 な初等教員｣ を輩 出 している, 校設置が浮上したのである｡ また,この報告に登場
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提案 :｢師範学校の破壊 ･･･｣など,である｡ 師
にもとづいて制定されたフアルー法について,報告












いてはたいへん低く評価している点が ,注目される ものであった｡ 
であろう｡
最後に ,この報告当時の初等師範学校設置状況に (3) Ⅱ.一 師範学校の設置義務
ついて ,である｡ これについては ,報告書から引用






ャラント県 )h tcarene( ,コー ト･デュ ･ノール県 教師たち tresi(ma )が育成されるべき条件,つま
り如何なる状況において育成されるべきかについて(Cら 
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学校のうち, 7校は世俗の者 sl的u )によっ
このことは,さきにあげた ｢師範講座｣との比較に
おいて,いっそう明瞭となる｡ 報告書は師範講座を









によって管理 ･運営されている｡ コー ト･デュ ･ノ む役割に必要不可欠な条件を満たすには,ほど遠い
ール,オア-ズおよびパ ･デ ･カレの各県には,柿 のである｣,また ｢公式な報告書が述べるところで
範講座があり,県の奨学生が受講している｡ は, (師範講座は-引用者)どこでも,その教育の
ー 1 9-












































































































































































必要不可欠なのである｡ 教授法 d iagoge6l(ap )は,
ほかのあらゆる学問と同じく,真に学びとるために 出を考慮の上,各県には,学校建築のための金庫を
められる補助金に加え,各県の財政状況ならびに支



















































































































らも,議場の左翼から発言が飛ばされる｡ ｢師範学 年 3月 15日の法律第 40条第 4段落が定める条件に
校は,修道会免状 sdbo'tre
le
( )ienced6 1'`5しかも おいて,補助金を承認することとなろう｡｣
っていない修道女よりも,はるかに価値があるの この修正案に対し,公教育大臣 B daroux
は,独
だ !｣と｡ こうした発言 (ヤジ)を背景にして,公 白の意見をもつが,この場では保留する旨,発言し
教育大臣がふたたび発言する｡ ｢県議会が,政府の ている｡ これ以外には発言はなく,第 3条修正案は,
支持と補助とともに,女子の師範学校の設置を決定 可決された｡








































































(1) 拙稿 ｢フランス第三共和政初期の教員養成改革 いる｡ 





i i dFque aseranc u6lbpu'e 
録』第 1 号,2 年 3月,参照｡ 
(2) 以下に示す概要は,すべて ｢フランス共和国官
70043 . 9.136p,.1 cit
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t iilcefj0l ldela R iquelbpu'e用等は, 





























eF edu6J e18uniasranciqulbpu'e 9.74618746p.8p,7,87
る国家公認の修道会に属する女教員に対しては,
を改めて紹介したい｡ 修道会教員免許状が資格証書に代わるものとす



























金基盤研究 (B)( 40年 3月)所収 注意しなければならない｡以上,フアルー法の条
にくわしい｡それによれば, 19世紀中葉のフラ 文 (訳)については,梅根 悟 (監修)『世界教
0ンス教員養成制度はきわめて不安定な状況にあ 育史大系 10フランス教育史 Ⅱ』講談社,昭和 5
り,師範学校もカトリック信仰普及の役割を担う 31-63年,1 9頁｡ 
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